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Pieter Bruegel : The Tower of  Babel (1563)
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専門家の解釈能力は高い

専門家により
解釈された
患者情報
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本来の
患者情報

機械的に解釈
された患者情
報？

多施設連携、多職種連携、長期
間の情報が蓄積されるPHRでは

経験知の効果が期待できなくな
る。

これからの医療・介護・健康
管理においては機械的に解釈
される患者情報の精度向上は
必須。
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Portability? Interoperability?

 目的の共有
 神の国に届く塔を作る
 Ａ氏の糖尿病をコントロールする

 手段のPortability
 階層構造を基本に下から積み上げ方式で作る
 糖尿病ガイドライン、糖尿病連携パス

 情報伝送手段のPortability
 連絡担当を決め、定期的に会合を持つ
 全体をHL7 ver.3 CDA準拠の文書に、処方、検査結果はHL7 ver.2.6

 用語のPortability
 連絡はエスペランド語を使う
 薬品コードはHOT9, 病名は標準病名マスタ、検査はJLAC11

 概念のPortability
 石材とは何か、すきまなく積むとはどうすることか
 肥満とは？ 理想体重とは？

 コンテンツのPortability
 A国の石は硬くて加工が難しいが丈夫。B国の石は砂岩で加工がしやすいが弱い。
 家庭用血圧計と健診機関、医療機関での血圧計の精度管理
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高度医療情報普及推進事業

マスター名

分類 公的な機関で
管理することが
望ましいマスター

最終受益者
事業実施費用
(万円）請求

標準化・
情報共有

その他

ＩＣＤ10対応標準病名マスター ◎ ◎ ◎ 保険医療制度利用者・
行政・研究者

1,200

歯科病名マスター ◎ ◎ ◎ 保険医療制度利用者・
行政・研究者

1,200

手術・処置マスター ○ △ STEM7への
移行？

移行した上で◎ 保険医療制度利用者・
行政・研究者

800

歯科手術マスター ◎ ◎ ◎ 保険医療制度利用者・
行政・研究者

歯科病名マスターに包
含

看護実践用語標準マスター △ ○ ◎（アウトカ
ム評価）

◎ 医療機関・患者・行
政・研究者・保険医療
制度利用者

1,200

臨床検査マスター × ◎ ○ 患者・医療機関・行
政・研究者

1,000+800（頻用査）

医薬品ＨＯＴコードマスター △ ◎ ○ 患者・医療機関・行
政・研究者

1,000

症状・所見マスター × ○ あまり使われていない 300

画像検査マスター ○ ○ 放射線技術学会JJ1017委員会が管理 医療機関 ー

今後加えるべきマスター
●●マスター

処方用法、
アレルギー
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Portabilityの二面性

 Portabilityは自由な競争を促進する。

 Portabilityは情報の利用性を向上させる。

 Portabilityは個人の権利保護に重要

 Portabilityはイノベーションを制約する可能性がある。

 Portabilityは継続的な保守が必要 → 保守されない標準は弊害が大きい

何の目的で、何に対して、どこまでPortabilityを要求するか？
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目的を明確にして再整理が必要な時期。
最低限の臨床情報で十分な標準化を。
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ご清聴ありがとうございました。


